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農薬散布用保護衣素材のはっ水性，透湿性，農薬防護性について

三木嘉代子 浅川冨美雪 崔 眞玉

實成 文彦 須那 滋 武田 則昭

　農薬散布作業は農作業の中でもとくに有害な作業の一つとなっており，従来から農業者の農薬危害防止の

ため，マスクや農薬散布用保護衣（防除衣）等の着用推進が図られているが，とくに夏季およびハウス作業

では暑さのため，十分に着用できていない状況がみられる。そこで，農薬散布作業における農業者の農薬暴

露を防護するため，農薬が浸透しない性質を持ち，かつ着心地がよく，少しでも楽に作業できるような防除

衣を農業者に提供することを目的に，防除衣に適する布素材の基礎的検討を行った。その結果，供試した3

種類の透湿防水性素材（布地A, B, C）は一般に着用している作業衣素材（布地D）に比べて，いずれも透

湿防水性に優れ，さらに農薬防護性に関しても満足できる素材であることがわかった。中でも，透湿性や下

着の上に作業衣代わりに直接着用できるという点からは布地C（ポリエステル，高密度織物）が，一方，作

業衣の上に簡単に着用するエプロン型等の防除衣のように農業者自身が容易に作成することが可能であり，

入手しやすさ，経済性という点からは布地B（高密度ポリエチレン，不織布）が有望と思われた。
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